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ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンター   

にお問い合せください 

（☎８９４－３７３７） 

 

 

 

リ
ー
ダ
ー
会
議
（
12
月
19
日
） 

 

☆
会
長
挨
拶 

・
こ
の
一
年
の
お
礼
と
来
年
に
む
け
て

想
定
さ
れ
る
課
題
等 

☆
連
絡
会
よ
り 

・
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
に
つ
い

て
、
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
並
び
に
来

賓
各
位
へ
の
参
加
要
請
と
グ
ル
ー
プ

紹
介
の
原
稿
送
付
に
つ
い
て 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
消
防
訓
練

の
実
施
（
４
頁
参
照
） 

☆
セ
ン
タ
ー
よ
り 

・
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
伝
達
式
に
つ
い

て
（
２
頁
参
照
） 

・
連
絡
会
助
成
金
に
関
す
る
会
計
処
理

に
つ
い
て
、
２
月
20
日
の
役
員
会
で

研
修
会
を
開
催
。
グ
ル
ー
プ
の
会
計

担
当
者
は
同
席
く
だ
さ
い 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
開
催
に
つ
い

て
（
２
頁
参
照
） 

・
お
互
い
さ
ん
の
交
野
の
ま
ち
づ
く
り

講
座
（
４
回
目
・
生
活
支
援
）
に
つ
い

て
（
２
頁
参
照
） 

・
黒
板
消
し
ク
リ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
、 

 

１
階
に
設
置
し
て
い
る
ク
リ
ー
ナ
ー

を
供
用
し
て
く
だ
さ
い 

☆
各
グ
ル
ー
プ
報
告
（
省
略
） 

 

（４） （１） 

 

ボランティアのみなさん、並びに 

ご家族のみなさんのご健勝とご多幸 

各グループ活動の発展、そして社 

会が平和で穏やかな年でありますよ 

うご祈念申し上げます。 

      交野市ボラ連役員一同 

年

齢

を

重

ね

る 

と
、
同
級
生
と
の
繋
が

り
が
減
っ
て
き
ま
す 

が
、
高
校
時
代
の
友
人
た
ち
と
、
た

ま
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
最
近
と
て

も
誇
ら
し
い
な
あ
と
思
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

雑
貨
店
を
経
営
し
て
い
る
友
人
が

い
て
・
・
・
、
昔
か
ら
行
動
派
の
彼
女

は
、
年
に
数
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
買
い

付
け
に
行
き
、
そ
こ
で
気
に
入
っ
た
雑

貨
た
ち
を
連
れ
帰
っ
て
く
る
そ
う
で

す
。
そ
の
彼
女
の
お
店
が
テ
レ
ビ
出
演

す
る
こ
と
に
・
・
・
。 

 

こ
れ
ま
で
も
素
敵
な
雑
貨
が
い
っ

ぱ
い
の
お
店
と
し
て
雑
誌
に
紹
介
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ

に
映
る
な
ん
て
、
彼
女
の
誇
ら
し
げ
な

様
子
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
友
人
の
活
躍

は
自
分
の
活
力
に
も
な
り
ま
す
。

近
々
、
遊
び
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
効
果
は
あ
る
の
か
な
あ
？ 

 
 
 
 
 
 

（
ク
ロ
ー
バ
ー
） 

 

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
へ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
継
続
意
思
確
認
の
ご
案
内 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に 

所
属
し
て
い
る
人
は 

 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
へ
活
動
の
継

続
・
休
会
・
退
会
の
い
ず
れ
か
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
必
要
が
あ
る
人

に
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
か
ら
問
い
合
わ

せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
登
録
内
容

（
住
所
・
氏
名
等
）
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
事
務
所
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

個
人
で
登
録
し
た 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
は 

 
 

セ
ン
タ
ー
事
務
所
か
ら
、
活
動
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
継
続
・
休
会
・
登
録

抹
消
の
い
ず
れ
か
を
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
２
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
返
送
を
お

願
い
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
定

期
的
に
活
動
依
頼
の
あ
る
方
に
は
、
活
動

確
認
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
休
会
や
登
録

抹
消
の
意
向
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

     

的
に
活
動
依
頼
の
あ
る
方
に
は
、
活

動
確
認
を
行
い
ま
せ
ん 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
依
頼 

に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と

確
認
さ
れ
た
時
点
で
保
険
加
入
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。 

活
動
を
始
め
ら
れ
る
際
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
活
動
し
て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ

て
、
依
頼
元
（
個
人
・
団
体
）
か
ら
セ
ン

タ
ー
へ
依
頼
書
と
活
動
報
告
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ぼ
う
さ
い
甲
子
園 

 

阪
神
淡
路
大
地
震
か
ら
23

年
、
そ
の

後
も
２
０
１
１
年
３
月
に
東
北
地
方
を

襲
っ
た
東
日
本
大
地
震
。
さ
ら
に
は
一
昨

年
４
月
の
熊
本
地
震
な
ど
大
地
震
を
は

じ
め
、
豪
雨
災
害
な
ど
毎
年
の
よ
う
に
大

き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
る
日
本
列
島
。

日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
怠
っ
て
は

な
ら
な
い
と
、
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
取
組

み
が
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
ん
な
中
で
昨
秋
、
大
阪
府
市
町
村
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
テ
ー
マ
別
研
修

会
が
開
か
れ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
」
の
河
田
の
ど
か
さ
ん

ら
が
推
進
し
て
い
る
「
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
」
の
事
業
（
事
例
）
が
紹
介
さ
れ
た
。 

ま
ず
は
子
ど
も
の
時
か
ら
防
災
を
意

識
し
よ
う
と
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
防

災
学
習
の
実
践
、
学
習
を
通
し
て
地
域
と

つ
な
が
る
活
動
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
未
来
に
向
か
っ

て
継
承
し
て
い
く
た
め
に
学
校
や
地
域

で
防
災
学
習
や
防
災
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
子
ど
も
や
学
生
を
顕
彰
す
る
事

業
で
あ
っ
た
。
河
田
さ
ん
は
、
こ
の
運
動

が
さ
ら
に
地
域
で
拡
げ
る
た
め
に
は
、
学 

 

（
２
頁
下
段
に
続
く
） 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
避
難
訓
練 

 

12
月
19
日
（
火
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
の
リ
ー
ダ
ー
・
役
員
、
セ

ン
タ
ー
職
員
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
２
階
、
給
湯
室
か
ら
出
火
と
い
う
想
定

の
下
、
セ
ン
タ
ー
利
用
者
全
員
を
セ
ン
タ

ー
前
の
広
場
へ
誘
導
、
点
呼
確
認
し
た

後
、
消
火
器
や
避
難
梯
子
の
使
用
法
を
検

証
し
ま
し
た
。 

 

mailto:vltr94@leto.eonet.ne.jp
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 補
充 

 

み

ん

な

の

広

場 
 

 

（３） （２） 

登録ボランティア交流会 

 ２年に１度の顔合わせ、 

  センター登録のボランティアさん 

   みんなで楽しいひとときを！ 
 

日 時  平成３０年２月１８日（日） 

１３時３０分～１６時 

場 所  ゆうゆうセンター４Ｆ 多目的ホール 

会 費  ３００円 

内 容  ・グループ紹介 

     ・ゲーム 

     ・楽器演奏と歌 

     ・歌体操 

     ・じゃんけんゲーム 

     等々で、楽しく交流します。 

１
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
し
ゃ
べ
り
会 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
り
、
交
流
・
体
験
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ

ン
。
１
月
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
お
し
ゃ
べ
り
会
を

開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
や
活
動
中
の
方

は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

と 

き 

１
月
29
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

と
こ
ろ 

交
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
活
動
室 

 
 
 
 

対 

象 

交
野
市
と
周
辺
在
住
、
在
勤
の
方  

参
加
費 

無
料 

申
し
込
み 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で 

  

厚生労働大臣表彰受賞 

 個人 菊田広子さん（あい、かざぐるま） 

 団体 介護衣料「糸ぐるま」 

       

         

 

 

 

 表彰状を手に喜びの「糸ぐるま」のみなさん 

今年の厚生労働大臣表彰の

伝達式が 12 月 14 日（木）、大

阪府庁で行なわれました。表彰

はボランティア活動で地域振

興に大きな貢献をされた個人

並びに団体に厚生労働大臣か

ら贈られるもので、交野市から 

個人で菊田広子（写真上）さん、団体で介護衣料

「糸ぐるま」（写真下）が受賞されました。 

 

交野のまちづくり講座（４回目） 

生活支援の「イ・ロ・ハ」 

 

高
齢
者
を
支
え
る
「
生
活
支
援
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？ 

暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
に
つ
い

て
、
実
例
や
体
験
談
を
ま
じ
え
な
が
ら
お
伝
え
し
ま
す
。「
自
分
に

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
話
だ
け
で
も
き
き
た
い
！
」
と
い
う

方
も
大
歓
迎
で
す
。 

日 

時 
 

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）
13
時
30
分 

場 

所 
 

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３
階 

研
修
室 

定 

員 
 

30
人 

参
加
費 

 

無
料 

講 

師 
 

社
会
福
祉
法
人 

豊
年
福
祉
会 

松
葉 

智
子
氏 

（
施
設
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
） 

申
込
み 

 

交
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 

（
電 

話 

８
９
５
―
１
１
８
５
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
Ｆ
ａ
ｘ 

８
９
５
―
１
１
９
２
） 

「
ほ
ほ
え
み
」 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

 
 

12
月
21
日
今
年
最
後
の
活
動
日 

に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
し
た
。 

日
ご
ろ
午
前
中
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

の
キ
ャ
ッ
プ
の
整
理
作
業
を
し
て
い 

ま
す
が
、
う
ま
い
具
合
に
、
こ
の
日 

は
あ
ま
り
集
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の 

で
、
朝
か
ら
活
動
室
を
タ
ペ
ス
ト
リ 

ー
や
、
モ
ー
ル
な
ど
で
飾
り
、
み
ん 

な
で
合
唱
し
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
川 

柳
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
メ
ン
バ
ー
の
方
に
さ
さ 

や
か
な
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
喜
ん 

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

門
松
は
冥
土
の
旅
の
一
里
塚 

 

年
が
明
け
た
、
め
で
た
い
正
月
に
水
を

差
す
よ
う
で
あ
る
が
、
正
月
を
題
材
に
し

た
ご
存
じ
の
一
休
さ
ん
（
一
休
宗
純
）
の

狂
歌
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
に
「
め
で
た
く

も
あ
り
、
め
で
た
く
も
な
し
」
と
続
く
、

何
と
皮
肉
な
一
句
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
で

も
考
え
て
み
れ
ば
超
高
齢
化
の
時
代
に

生
き
る
現
代
人
に
と
っ
て
、
こ
こ
ら
で
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
人
生
を
ふ
り
返
っ
て

み
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
意
味
と
は
思

え
な
い
。 

 
 
 

 

（
Ｓ
記
） 

 

クリスマスって何よ！ 

日本ではキリスト教徒でもない人も、いつ

からクリスマスを祝うようになったの、クリ

スマスが年中行事となったのは、昭和３年と

朝日新聞が報じています。宗教上のことはさ

ておき、商業的な面から普及したといわれて

ます。日常生活に深く関わりを持つようにな

ったのは戦後とか、和魂洋才型のクリスマス

は日本独自の祭りとして生活の中に浸透し

てきましたね。 

でも毎年、お正月も近く 

クリスマスケーキだの、プ 

レゼントは何がいいの、と 

物入りで頭を悩まします。 

誰にも小言も言えず、一人 

でぶつぶつ・・・。 

  （主婦 74 歳です） 

 

（
１
頁
下
段
か
ら
続
く
） 

校
と
地
域
が
ふ
れ
あ
え
る
も
の
、
そ
の

接
点
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
が

極
め
て
重
要
な
要
素
に
な
る
。 

例
え
ば 

◎
今
あ
る
も
の
を
活
用
す
る
。 

◎
福
祉
教
育
に
際
し
一
つ
の
ア
イ
デ
ア

を
の
せ
る 

◎
運
動
会
に
防
災
意
識
を
採
り
入
れ
る 

な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
け
ば
地
域
で 

の
拡
が
り
と
運
動
の
深
化
が
期
待
で
き

る
と
結
ば
れ
た
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
自
分
の
身

の
回
り
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
が
ど

れ
だ
け
出
来
て
い
る
の
か
検
証
す
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。 

（
Ｋ
記
） 

 

 
タペストリーなどで 

飾り付けました 
川柳クイズやゲームを楽しみました 

 

 

 

 

「12 月 22 日。あっ今日は冬至」南瓜を食

べなければ・・・ゆず風呂・・・ 

 冷蔵庫を見たら、先日食べた、宿儺（すく

な）かぼちゃの残りと知り合いからいただい

たレモンが数個。よし、これで間に合わそう。 

 かぼちゃのスライスを味噌汁に入れてと思

って、お椀に入れたらなんと、煮崩れてパン

プキンスープになってしまいました。お風呂

にはレモンの輪切りがプカプカ。 

我が家の冬至でした。  （Ｋ子） 

 

 

 

 
わが家の 

 冬至 

百
歳
人
生
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
（
五
木
寛
之
著
） 

 

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
で
は
語
れ
な
い
時
代
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
長
寿
社
会
を
迎
え
た
、
人
生
１
０
０
年
時

代
と
も
言
わ
れ
る
日
本
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
道

を
ど
う
歩
ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
。 

 

そ
の
水
先
案
内
を
し
て
く
れ
る
の
が
「
百
歳

人
生
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
」（
五
木
寛
之
著
）
だ
。 

未
曾
有
の
長
い
人
生
が
待
っ
て
い
る
。
長
す
ぎ

る
人
生
を
ど
う
味
わ
う
か
。
変
化
に
戸
惑
う
大

人
た
ち
に
新
し
い
生
き
方
を
提
言
し
て
い
る
。 

50
歳
か
ら
10
年
ご
と
に
区
切
っ
て
み
た
ら
と 

勧
め
て
い
る
。
50
代
＝
下
山
の
人
生
を
歩
く
覚

悟
を
決
め
る
。
60
代
＝
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
。
70
代
＝
下
山
の
途
中
の
な
だ
ら

か
な
丘
を
楽
し
み
活
力
を
補
充
す
る
。
80
代
＝

社
会
的
な
し
が
ら
み
を
捨
て
、
自
分
に
忠
実
に

生
き
る
。
90
代
＝
体
は
不
自
由
で
も
こ
れ
ま
で

に
培
っ
た
妄
想
力
で
時
空
を
超
え
た
楽
し
み
に

浸
る
等
々
、
人
生
の
節
目
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

私
の
お
薦
め
の
一
冊
で
あ
る
。 

（
Ａ
Ｂ
男
） 


